
【歩行者が実践すること】
１ 明るい色の服装

目立つにはまず服装から。
黒や紺といった暗い色では、夜間の暗さでは全く

目立たず、ドライバーがあなたに気付きづらく非常に
に危険です。
白や黄色といった明るい色の服装を心掛けましょう。

２ 反射材の利用
・反射テープを靴に貼る
・反射リストバンドや反射タスキを着用する

・反射素材が使われている衣類を着用する
・バッグ等に反射ストラップを付ける

などの手軽な方法で、交通事故を防ぐことができます。
「自分がドライバーからどう見えているか」を意識

しましょう。

【運転者が実践すること】
１ 前照灯の早め点灯

前照灯は、早めに点灯しましょう。
前照灯を点けることで歩行者や自転車に車の接近を

知らせる効果があります。
２ 夜間走行時の原則ハイビーム

～ 命を照らせ ～
夜間は「原則ハイビーム」で走行し、歩行者や自転車

を早めに発見しましょう。
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☆ 実施期間 ☆

１０月１１日（土）から２０日（月）までの１０日間

☆ スローガン ☆

みんなでつくろう安心の街

☆ 運動の重点 ☆

○ 子供と女性の犯罪被害防止（全国重点）

○ 特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害防止（全国重点）

○ 自転車盗の被害防止（県重点）

☆ 期間中の主な行事 ☆

○ 「安全安心なまちづくりの日」 ････ １０月１１日（土）

○ 「特殊詐欺被害発生ゼロの日」 ････ １０月１５日（水）

○ 第５０回地域安全県民のつどい ････ １０月２１日（火）


